
33

復
曲
能
〈
巴
園
〉
の
演
出
に
つ
い
て　
　
　

田
村
良
平
（
村
上　

湛
）
＊
言
語
文
化
学
科　

准
教
授　

平
安
朝
文
学
、
古
典
芸
能

を
勤
め
る
に
当
た
り
、
私
が
委
嘱
を
受
け
て
全
面
的
に
演
出
を
作
り
直
す
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
復
興
初
演
の
舞
台
は
私
も
見
て
お
り
、
手
控
え
の
記
録
も
あ
る
け
れ
ど
、

今
回
は
そ
れ
に
は
縛
ら
れ
ず
、
自
身
の
創
意
を
も
と
に
作
り
直
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

出
来
上
が
っ
た
も
の
は
ま
っ
た
く
の
新
版
で
あ
る
。

　
〈
巴
園
〉
は
後
シ
テ
の
老
仙
人
が
﹇
楽
﹈
を
舞
う
天
仙
物
の
能
で
あ
る
。
脇
能
の

シ
テ
が
﹇
楽
﹈
を
舞
う
作
品
と
し
て
は
、
世
阿
弥
の
先
人
で
田
楽
能
の
名
手
・
亀
阿

弥
（
喜
阿
弥
）
が
関
わ
っ
た
祖
形
が
『
申
楽
談
儀
』
に
掲
載
さ
れ
る
〈
源
太
夫
〉
が

最
も
古
い
部
類
に
属
す
る
。
そ
の
後
、
世
阿
弥
の
〈
難
波
〉、
作
者
不
明
の
〈
道
明

寺
〉
が
続
き
、
い
ず
れ
も
楽
物
の
老
神
能
と
し
て
共
通
性
を
持
つ
。
古
来
、
太
鼓
に

代
表
さ
れ
る
打
楽
器
は
「
卑
賤
の
楽
器
」
だ
っ
た
。
余
儀
な
い
事
情
で
こ
れ
を
奏
で

る
年
老
い
た
神
は
、
下
位
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
相
手
を
祝
福
す
る
、
藝
能
古
来
の

特
質
を
体
現
す
る
特
異
な
存
在
で
も
あ
る
。

　

翻
っ
て
、
太
鼓
を
打
つ
趣
向
を
脱
し
た
〈
巴
園
〉
に
は
、
そ
の
よ
う
な
屈
折
は
皆

無
で
あ
る
。
仙
童
と
連
れ
立
っ
て
愉
楽
の
舞
と
し
て
の
﹇
楽
﹈
を
舞
う
老
仙
人
に
は
、

も
は
や
わ
ず
か
ば
か
り
の
影
も
射
さ
な
い
。
屈
服
藝
と
し
て
の
老
神
の
﹇
楽
﹈
は
後

世
、
観
世
長
俊
の
〈
大
社
〉
に
も
受
け
継
が
れ
る
が
、
そ
れ
と
は
別
の
可
能
性
を
切

り
拓
い
た
の
が
信
光
の
〈
巴
園
〉
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

今
回
の
詞
章
は
、
基
本
的
に
は
前
回
復
興
時
に
天
野
文
雄
氏
を
中
心
に
作
成
さ
れ
た

も
の（
信
光
自
筆
本
の
転
写
と
お
ぼ
し
き
天
理
図
書
館
蔵
の
室
町
末
期
写
本
に
原
拠
）に

拠
っ
た
。
た
だ
し
、
当
該
本
よ
り
も
現
代
の
（
つ
ま
り
江
戸
式
楽
の
様
式
性
に
よ
っ
て
整

え
ら
れ
た
）
能
形
式
に
よ
っ
て
細
部
を
整
備
、
構
成
等
も
一
部
見
直
し
て
あ
る
。
多
岐

に
亙
る
た
め
こ
こ
で
一
度
に
は
記
載
で
き
な
い
。
詳
細
は
以
下
の
文
中
に
明
記
し
た
。

　

な
お
、
本
来
〈
巴
園
〉
は
脇
能
で
あ
る
か
ら
、《
眞
之
次
第
》《
眞
之
一
聲
》
な
ど

復
曲
能
︿
巴
園
﹀
の
演
出
に
つ
い
て

田
村
良
平＊

（
村
上　

湛
）

　

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
年
）
一
月
十
二
日
、
横
浜
能
楽
堂
企
画
公
演
「
美
の

世
阿
弥
・
華
の
信
光
」
第
三
回
に
お
い
て
、
観
世
小
次
郎
信
光
作
の
能
〈
巴
園
（
ば

え
ん
）〉
を
復
興
、
新
規
に
演
出
を
担
当
す
る
機
会
を
得
た
。
稀
少
な
機
会
で
あ
る

か
ら
、
こ
こ
で
は
試
作
の
型
付
と
共
に
そ
の
内
容
を
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

周
知
の
と
お
り
信
光
は
、
世
阿
弥
の
甥
で
観
世
座
の
実
質
三
代
を
継
承
し
た
音
阿

弥
の
末
子
で
あ
る
。
能
作
に
優
れ
、〈
船
辨
慶
〉〈
紅
葉
狩
〉〈
胡
蝶
〉〈
遊
行
柳
〉
な

ど
の
名
曲
を
多
く
遺
し
て
い
る
。

　
〈
巴
園
〉
も
そ
の
信
光
の
手
に
な
る
脇
能
だ
が
、
記
録
に
残
る
の
は
天
文
十
三
年

（
一
五
四
四
年
）
一
月
十
六
日
、
石
山
本
願
寺
で
の
春
日
大
夫
に
よ
る
演
能
の
み

（『
證
如
上
人
日
記
』。
こ
の
時
は
脇
能
で
は
な
く
四
番
目
物
と
し
て
の
扱
い
）。
爾
来
、

長
く
遺
却
さ
れ
て
い
た
。
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）
二
月
五
日
、
大
槻
能
楽
堂

自
主
公
演
・
研
究
公
演
に
お
け
る
舞
台
化
が
近
世
以
後
初
の
復
曲
で
あ
る
。
こ
の
時
、

監
修
と
後
見
に
回
っ
て
自
身
は
演
じ
な
か
っ
た
大
槻
文
藏
氏
が
今
回
は
じ
め
て
シ
テ
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【
留
意
点
】

1　

こ
の
上
演
本
の
詞
章
は
基
本
的
に
平
成
十
八
年
二
月
・
大
槻
能
楽
堂
自
主
公
演

（
研
究
公
演
）
版
に
拠
る
。
た
だ
し
小
段
構
成
ほ
か
、
部
分
的
に
改
め
た
。
そ
の

箇
所
は
節
付
・
手
付
も
改
訂
の
必
要
が
あ
る
。

2　

間
狂
言
の
詞
章
は
『
狂
言
集
成
』
に
拠
っ
た
右
記
の
版
に
手
を
加
え
、
今
回
は

新
版
に
変
え
た
。《
狂
言
三
段
之
舞
》
は
省
い
た
。

3　

今
回
は
本
脇
能
形
式
と
四
番
目
物
的
脇
能
形
式
と
、
両
様
を
想
定
し
た
（
平
成

十
八
年
の
試
演
は
後
者
）。
良
き
ほ
う
を
採
用
さ
れ
た
い
。

4　

後
ツ
レ
「
青
龍
」
は
「
セ
イ
リ
ウ
」
で
は
な
く
、
能
〈
道
成
寺
〉
で
そ
う
読
ん

で
い
る
と
お
り
、
古
伝
に
従
っ
て
「
シ
ョ
オ
リ
ウ
」
と
読
む
。

5　

詞
章
中
頻
出
す
る
「
木
の
實
」
は
、「
キ
ノ
ミ
」
で
な
く
「
コ
ノ
ミ
」
と
読
む

こ
と
で
統
一
し
た
。
後
場
﹇
渡
リ
拍
子
﹈
に
「
木
々
の
木
の
實
」
と
あ
り
、
こ
れ

を
「
キ
ギ
の
キ
ノ
ミ
」
と
読
ん
で
は
耳
に
さ
わ
り
、
ど
う
あ
っ
て
も
「
キ
ギ
の
コ

ノ
ミ
」
で
な
け
れ
ば
お
か
し
い
と
こ
ろ
か
ら
割
り
出
し
た
統
一
措
置
で
あ
る
。

6　
「
巴
園
」
に
つ
い
て
は
今
回
「
バ
エ
ン
」
と
読
む
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
古
写

本
の
中
に
表
題
を
「
馬
援
」
と
記
す
本
が
あ
る
こ
と
か
ら
（
法
政
大
学
能
楽
研
究

所
現
蔵
『
曲
海
』）、
古
く
は
「
ハ
エ
ン
」
と
澄
ま
ず
「
バ
エ
ン
」
と
濁
っ
て
読
ん

だ
こ
と
が
察
せ
ら
れ
、
そ
の
ほ
う
が
引
き
締
ま
っ
て
重
厚
に
聴
こ
え
る
効
果
も
あ

ろ
う
。
た
だ
し
口
調
の
都
合
が
優
先
ゆ
え
、
ど
ち
ら
で
も
良
き
ほ
う
を
採
用
、
統

一
さ
れ
た
い
。

7　

精
確
を
期
す
た
め
総
ル
ビ
を
加
え
た
。
な
お
「
含
」
と
あ
る
部
分
は
促
音
を
呑

む
、
能
特
有
の
発
音
部
分
で
あ
る
。

特
有
の
囃
子
事
で
演
出
さ
れ
る
の
が
約
束
で
、
以
下
の
演
出
に
も
そ
れ
ら
を
想
定
し

て
あ
る
が
、
今
回
は
あ
え
て
四
番
目
物
と
し
て
の
解
釈
で
演
ぜ
ら
れ
た
。
し
た
が
っ

て
こ
の
日
の
舞
台
で
は
、
ワ
キ
の
出
で
は
常
の
《
次
第
》、
前
シ
テ
の
出
で
は
常
の

《
一
聲
》
が
演
奏
さ
れ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
当
日
の
進
行
の
実
際
に
つ
い
て
は
『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
平
成
二
十
五

年
三
月
号
に
も
報
告
を
別
記
し
た
。
併
せ
て
ご
参
照
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

 平
成
二
十
五
年
一
月
十
二
日
（
土
）
午
後
四
時
半
開
演

 

横
浜
能
楽
堂
企
画
公
演
「
美
の
世
阿
弥
・
華
の
信
光
」
第
3
回
（
第
2
部
）

能
〈
巴
園
〉

前
シ
テ
（
園
守
の
翁
）
／
後
シ
テ
（
巴
園
の
老
仙
）　

大
槻
文
藏

前
ツ
レ
（
園
守
の
姥
）
／
後
ツ
レ
（
仙
女
）　

山
本
博
通

後
ツ
レ
（
青
龍
）　

上
野
雄
三

子
方
（
仙
童
）　

武
富
晶
太
郎
・
寺
澤
杏
海

ワ
キ
（
勅
使
）　

福
王
茂
十
郎

ワ
キ
ツ
レ
（
従
臣
）　

福
王
知
登
・
喜
多
雅
人

ア
イ
（
仙
人
）　

善
竹
隆
平

笛　

藤
田
六
郎
兵
衛
／
小
鼓　

大
倉
源
次
郎
／
大
鼓　

山
本
哲
也
／
太
鼓　

観
世

元
伯

地
謡　

多
久
島
利
之
（
地
頭
）・
上
田
拓
司
・
浦
田
保
親
・
山
本
正
人
・
齊
藤
信

輔
・
水
田
雄
昭
・
生
一
知
哉
・
山
田
薫

後
見　

赤
松
禎
英
・
武
富
康
之
・
寺
澤
幸
祐

初
演
監
修　

天
野
文
雄
／
再
演
演
出　

村
上
湛
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復
曲
能
〈
巴
園
〉
の
演
出
に
つ
い
て　
　
　

田
村
良
平
（
村
上　

湛
）

◆
一
畳
台
上
に
山
（
た
だ
し
引
廻
シ
は
用
い
ず
骨
組
み
ば
か
り
。
葺
葉
に
直
径
二
寸

半
の
橘
実
を
多
く
交
え
る
。
橘
実
の
色
は
作
リ
物
を
包
む
緞
子
の
色
に
合
わ
せ

る
）。

◆
橘
実
（〈
殺
生
石
〉
の
石
の
如
き
形
態
で
山
の
葺
葉
か
ら
下
（
一
畳
台
上
の
ほ
ぼ

全
面
）
を
覆
い
、
山
の
左
右
外
側
に
子
方
の
隠
れ
坐
す
余
地
を
残
す
。
三
ツ
割
れ
。

黄
橙
色
緞
子
で
包
む
）。

◆
碁
盤
（
紅
色
金
襴
で
作
る
。
復
曲
〈
碁
〉
に
準
ず
る
）。

詞
章
と
演
出

　
【
地
謡
・
囃
子
方
そ
れ
ぞ
れ
座
に
着
け
ば
後
見
ま
ず
一
畳
台
を
持
ち
出
し
大
小
前

に
据
え
る
。
続
け
て
橘
実
の
作
リ
物
で
覆
っ
た
山
を
持
ち
出
し
一
畳
台
の
上
に
載
せ

る
。
中
に
子
方
二
人
入
り
、
碁
盤
も
こ
の
中
に
初
め
か
ら
入
れ
て
持
ち
出
す
。】

《
眞
之
次
第
》
ま
た
は
《
次
第
》

　
【《
眞
之
次
第
》
ま
た
は
《
次
第
》
以
下
、
ワ
キ
着
座
ま
で
脇
能
の
定
型
ど
お
り
】

［
次
第
］

ワ
キ
・
ワ
キ
ツ
レ　

治お
さ

ま
る
國く
に

の
時と
き

を
得え

て
。
治お
さ

ま
る
國く
に

の
時と
き

を
得え

て
。
草く
さ

木き

も
な

び
く
御み

代よ

と
か
や
。

［
名
ノ
リ
］

ワ
キ　

そ
も
そ
も
こ
れ
は
漢か

ん

の
皇こ
お

帝て
い

に
仕つ
か

へえ

奉た
て
ま
つる

臣し
ん

下か

な
り
。
わ
が
君き
み

ま
つ
り
ご

と
正た

だ

し
く
慈じ

悲ひ

深ふ
か

く
ま
し
ま
す
に
よ
り
。
國こ
く

中ち
う

に
め
で
た
き
瑞ず
い

相そ
お

多お
お

し
。
中な
か

に
も
こ

の
國く

に

の
か
た
はわ

ら
に
巴ば

園え
ん

と
い
ふう

と
こ
ろ
あ
り
。
か
の
隣り
ん

家か

に
年と
し

久ひ
さ

し
き
翁お
き
なあ
つつ

て

か
の
園そ

の

を
守ま
も

る
者も
の

あ
り
。
し
か
る
に
巴ば

園え
ん

の
古こ

木ぼ
く

の
中な
か

に
。
奇き

特ど
く

な
る
木こ

の
實み

出い

で

來く

る
由よ
し

奏そ
お

聞も
ん

申も
お

す
間あ
い
だ。

急い
そ

ぎ
か
の
園そ
の

に
行ゆ

き
。
木こ

の
實み

を
見み

て
參ま
い

れ
と
の
宣せ
ん

旨じ

を
蒙
こ
お
む

扮
装
と
装
置

◆
前
シ
テ
（
園
守
の
翁
）
／
小
尉
ま
た
は
阿
古
父
尉
。
尉
髪
（
淵
明
帽
子
に
も
）。

小
格
子
。
白
大
口
（
ナ
シ
に
も
）。
シ
ケ
水
衣
ま
た
は
側
次
。
サ
ラ
エ
ま
た
は
萩

箒
（
紅
色
金
襴
で
飾
る
）。
尉
扇
（
腰
に
挿
す
）。

◆
前
ツ
レ
（
園
守
の
姥
）
／
姥
。
姥
鬘
。
無
紅
唐
織
。
ヨ
レ
水
衣
ま
た
は
側
次
。
杉

箒
ま
た
は
萩
箒
（
紅
色
金
襴
で
飾
る
）。

◆
後
シ
テ
（
巴
園
の
老
仙
）
／
皺
尉
ま
た
は
悪
尉
の
類
。
白
垂
。
輪
藏
帽
子
ま
た
は

唐
帽
子
。
無
紅
厚
板
。
半
切
。
白
地
袷
狩
衣
。
掛
絡
掛
け
て
も
。
唐
團
扇
（
腰
に

挿
す
か
後
見
か
ら
受
け
取
る
）。
鹿
背
杖
（
萌
黄
色
金
襴
で
巻
き
竹
葉
を
付
け
る
）。

◆
後
ツ
レ
（
仙
女
）
／
小
面
。
黒
垂
。
天
冠
（
月
輪
立
）。
摺
箔
。
色
大
口
。
長
絹

ま
た
は
舞
衣
。
飾
太
刀
佩
き
て
も
。
天
女
扇
（
懐
中
し
て
出
る
）。
桃
実
盤
（
た

だ
し
桃
花
は
添
え
ず
）。

※
仙
女
を
二
人
出
し
て
も
良
い
。
そ
の
場
合
、
扮
装
は
二
人
類
似
、
小
道
具
は
、

一
人
は
常
の
桃
実
盤
、
も
う
一
人
は
銀
盤
に
青
梨
を
盛
っ
た
新
規
作
成
の
梨
実

盤
。

◆
後
ツ
レ
（
青
龍
）
／
龍
神
出
立
。

◆
子
方
（
仙
童
・
二
人
）
／
垂
髪
（
頭
頂
よ
り
左
右
に
梳
き
分
け
耳
元
で
左
右
そ
れ

ぞ
れ
輪
に
結
い
、
飾
髻
で
結
び
飾
る
）。
摺
箔
。
胴
箔
腰
巻
。
法
被
ま
た
は
側
次
。

童
扇
（
懐
中
し
て
出
る
）。

◆
ワ
キ
（
勅
使
）
／
唐
冠
。
大
臣
出
立
。

◆
ワ
キ
ツ
レ
（
従
臣
・
二
人
）
／
大
臣
烏
帽
子
。
赤
大
臣
出
立
。

◆
ア
イ
（
仙
人
）
／
仙
人
出
立
。

作
リ
物
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星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

［
上
歌
］

二
人　

手て

に
取と

る
も
。
老お

い
を
助た
す

く
る
杖つ
え

と
な
り
。《
打
切
》
老お

い
を
助た
す

く
る
杖つ
え

と

な
り
。
起お

き
居い

苦く
る

し
き
身み

な
れ
ど
も
。
春は
る

は
花は
な

園ぞ
の

吹ふ

き
散ち

る
や
。
青あ
お

葉ば

に
茂し
げ

る
夕い
う

涼す
ず

み
。《
打
切
》【《
一
聲
》
で
出
た
場
合
こ
の
《
打
切
》
で
ツ
レ
は
舞
台
に
向
き
、
二

人
と
も
に
ア
ユ
ミ
舞
台
に
入
り
、［
上
歌
］
ト
メ
「
豐
か
な
る
身
の
住
居
か
な
」
で

シ
テ
は
常
座
、
ツ
レ
は
正
中
辺
に
立
つ
】
秋あ

き

は
紅も
み

葉じ

の
木こ

の
も
と
に
。
温あ
た
ため

酒ざ
け

の
た

ぐ
ひい

ま
で
。
豐ゆ
た

か
な
る
身み

の
住す
ま

居い

か
な
。
豐ゆ
た

か
な
る
身み

の
住す
ま

居い

か
な
。

［
問
答
］

　
【
以
下
、
シ
テ
は
ワ
キ
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
ア
シ
ラ
ウ
】

ワ
キ　

い
か
に
こ
れ
な
る
夫ふ

う

婦ふ

の
者も
の

は
。
聞き

き
及お
よ

び
た
る
巴ば

園え
ん

を
守ま
も

る
老ろ
お

人じ
ん

に
て
あ

る
か
。

シ
テ　

さ
ん
候

ぞ
お
ろ
おこ

れ
は
年と
し

久ひ
さ

し
く
こ
の
巴ば

園え
ん

に
住す

み
て
。
木こ

の
も
と
を
清き
よ

む
る
者も
の

な

り
。
さ
て
方か

た

々が
た

は
帝み
か
どよ

り
の
勅ち
よ

使く
し

に
て
ま
し
ま
す
か
。

ワ
キ　

早は
や

く
も
見み

知し

り
給た
も

ふお

も
の
か
な
。
さ
て
も
巴ば

園え
ん

の
木こ

の
實み

の
こ
と
老ろ
お

人じ
ん

奏そ
お

聞も
ん

申も
お

す
に
よ
り
。
見み

て
參ま
い

れ
と
の
宣せ
ん

旨じ

を
蒙こ
お
むり

。
は
る
ば
る
こ
れ
ま
で
來き

た
り
た
り
。

ま
づ
か
の
木こ

の
實み
し

出ゆ
含

現げ
ん

の
い
はわ

れ
。
詳く
わ

し
く
語か
た

り
給た
も

ふお

べ
し
。

シ
テ　

さ
て
は
か
た
じ
け
な
く
も
帝み

か
どの

勅ち
よ

使く
し

に
て
ま
し
ま
す
か
や
【
こ
こ
で
シ
テ
、

ツ
レ
と
も
に
勅
使
を
敬
う
心
で
下
に
居
、
少
し
低
頭
し
て
も
良
い
】。
ま
づ
こ
の
翁

お
き
な

巴ば

園え
ん

に
住す

む
事こ
と

。
一い
つ

百ぴ
や

餘く
よ

歳さ
い

の
星せ
い

霜ぞ
お

をの

送お
く

る
【
立
っ
た
ま
ま
、
下
に
居
、
ど
ち
ら
の

場
合
も
シ
テ
は
こ
こ
で
正
面
を
向
く
】。
し
か
る
に
巴ば

園え
ん

に
年と
し

久ひ
さ

し
き
橘
た
ち
ば
なの
靈れ
い

木ぼ
く

あ

り
。
か
の
木き

に
紫し

雲う
ん

棚た
な

引び

き
覆お
お

ふう

こ
と
七な
ぬ

日か

七な
な

夜よ

な
り
。

　
【
シ
テ
と
ツ
レ
が
下
に
居
た
場
合
、
こ
こ
で
と
も
に
立
つ
】

ツ
レ　

そ
の
の
ち
小

し
よ
お

鳥ち
よ

來お
き

た
り
つ
ゝ
。
囀さ
え
ずる

聲こ
え

も
世よ

の
常つ
ね

な
ら
ず
。

シ
テ　

迦か
り

陵よ
お

頻び
ん

伽が

も
か
く
や
と
ば
か
り
。
色い
ろ

香か

妙た
え

な
る
小
し
よ
お

鳥ち
よ
おの
。
雲く
も

に
入い

る
か
と
見み

え
し
の
ち
は
。

り
。
た
ゞ
い
ま
巴ば

園え
ん

に
急い
そ

ぎ
候そ
お
ろ。

［
上
歌
］

ワ
キ
・
ワ
キ
ツ
レ　

仰あ
お

ぎ
て
も
。
な
ほお

頼た
の

み
あ
る
こ
の
君き
み

の
。《
打
切
》
な
ほお

頼た
の

み

あ
る
こ
の
君き

み

の
。
惠め
ぐ

み
あ
ま
ね
き
時と
き

つ
風か
ぜ

。
吹ふ

き
収お
さ

ま
り
て
春は
る

秋あ
き

の
。
花は
な

も
紅も
み

葉じ

も

色い
ろ

添そ

へえ

て
。《
打
切
》
盛さ
か

り
久ひ
さ

し
く
年と
し

を
經ふ

る
。
木き

々ぎ

の
林は
や
しに

着つ

き
に
け
り
。
木き

々ぎ

の
林は
や
しに

着つ

き
に
け
り
。

［
着
キ
ゼ
リ
フ
］

ワ
キ　

急い
そ

ぎ
候
そ
お
ろ

ふお

程ほ
ど

に
。
巴ば

園え
ん

に
着つ

き
て
候
そ
う
ろ

。
承
う
け
た
ま
わり
及お
よ

び
た
る
よ
り
も
漫ま
ん

々ま
ん

た
る

園そ
の

に
て
候
そ
お
ろ

ふお

ぞ
や
。
し
ば
ら
く
こ
の
所と
こ
ろに
て
か
の
老ろ
お

人じ
ん

の
在ざ
い

所し
よ

を
尋た
ず

ね
ば
や
と
存ぞ
ん

じ

候そ
う
ろ。《

眞
之
一
聲
》
ま
た
は
《
一
聲
》

　
【《
眞
之
一
聲
》
ま
た
は
《
一
聲
》
以
下
、［
問
答
］
ま
で
脇
能
の
定
型
ど
お
り
】

［
一
セ
イ
］

二
人　

秋あ
き

も
早は
や

。
暮く

れ
行ゆ

く
風か
ぜ

の
聲こ
え

立た

て
ゝ
。
梢
こ
ず
え

色い
ろ

づ
く
。
け
し
き
か
な
。

ツ
レ　

む
ら
立だ

つ
雲く
も

の
朝あ
さ

嵐あ
ら
し。

二
人　

冬ふ
ゆ

ほ
ど
近ち
か

き
眺な
が

め
か
な
。

　
【《
眞
之
一
聲
》
で
出
た
場
合
こ
こ
に
《
ア
ユ
ミ
ノ
ア
シ
ラ
イ
》
を
入
れ
、
そ
の
間

に
舞
台
に
入
る
。《
一
聲
》
で
出
た
場
合
は
橋
掛
リ
に
並
び
立
っ
た
ま
ま
】

［
サ
シ
］

シ
テ　

緑
り
よ
く

樹じ
ゆ

重ち
よ

蔭お
い

四ん
し

林り
ん

に
覆お
お

ひい

。
青せ
い

苔た
い

日ひ

々び

に
厚あ
つ

う
し
て
。

二
人　

お
の
づ
か
ら
塵ち

り

な
き
木こ

の
も
と
を
。
掃は
ら

はわ

ぬ
風か
ぜ

の
朝あ
さ

清ぎ
よ

め
。
紅
く
れ
な
い

誘さ
そ

ふお

嵐あ
ら
しか

な
。

［
下
歌
］

二
人　

朝あ
さ

露つ
ゆ

の
光ひ
か
りを
磨み
が

く
玉た
ま

箒ば
わ
き。《
打
切
》
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復
曲
能
〈
巴
園
〉
の
演
出
に
つ
い
て　
　
　

田
村
良
平
（
村
上　

湛
）

あ
る
】

地
謠　

萬ば
ん

木ぼ
く

の
。
竝な
ら

ぶ
は
筆ふ
で

の
林は
や
しに

て
。《
打
切
》【《
打
切
》
で
ワ
キ
は
い
っ
た
ん

脇
座
に
下
が
る
。
た
だ
し
下
居
せ
ず
立
っ
た
ま
ま
】
竝な

ら

ぶ
は
筆ふ
で

の
林は
や
しに

て
。
梢
こ
ず
え

彩い
ろ
どる

紅く
れ
な
いの
。【
シ
テ
は
「
花
の
面
影
」
ま
で
正
中
か
ら
正
面
へ
六
足
ほ
ど
出
つ
つ
サ
シ
コ

ミ
、「
楊
梅
桃
李
ま
で
」
で
ヒ
ラ
キ
、「
紅
葉
に
殘
る
な
が
め
か
な
」
で
ワ
キ
に
向

く
】
花は

な

の
面お
も

影か
げ

殘の
こ

し
來き

て
。
楊よ
お

梅ば
い

桃と
お

李り

ま
で
。
紅も
み

葉じ

に
殘の
こ

る
な
が
め
か
な
。《
打
切
》

【「
ま
た
常
盤
木
は
」
で
シ
テ
は
ワ
キ
に
向
か
っ
て
少
し
出
て
ワ
キ
と
見
合
い
、
大
橘

へ
案
内
す
る
態
で
ワ
キ
を
誘
い
二
人
で
右
に
取
り
舞
台
を
回
り
込
み
、
シ
テ
は
常
座

に
行
く
。
ワ
キ
は
脇
座
か
ら
角
へ
行
き
作
リ
物
に
向
か
っ
て
出
、「
光
り
輝
く
橘
の
」

で
じ
っ
と
立
っ
て
作
リ
物
を
と
く
と
見
（
両
手
を
広
げ
左
右
に
シ
カ
と
面
を
つ
か

う
）、
右
に
取
り
作
り
物
の
向
か
っ
て
右
前
に
正
先
ウ
ケ
て
立
つ
。
常
座
に
行
っ
た

シ
テ
は
作
り
物
の
向
か
っ
て
左
手
に
正
先
ウ
ケ
て
立
つ
】
ま
た
常と

き

盤わ

木ぎ

は
色い
ろ

變か

へえ

ぬ
。

松し
よ
お

杉さ
ん

鎭ち
ん

懷か
い

謙け
ん

抑よ
く

し
。
緑
み
ど
り

色い
ろ

濃こ

き
そ
の
中な
か

に
。
滿ま
ん

月げ
含

の
山や
ま

の
端は

を
出い

づ
る
か
と
。
光ひ
か

り
輝
か
か
や

く
橘
た
ち
ば
なの

。
め
ざ
ま
し
草ぐ
さ

の
名な

も
し
る
し
め
ざ
ま
し
草ぐ
さ

の
名な

も
し
る
し
。

　
【《
眞
之
一
聲
》
で
出
た
場
合
は
次
段
［
□
］（
勅
使
の
コ
ト
バ
「
あ
ら
夥
し
の
木

の
實
や
候
」
以
下
）
は
省
き
、
地
謠
は
《
打
掛
》
を
聞
い
て[

ク
リ]

を
謡
う
。

《
一
聲
》
で
出
た
場
合
は
以
下
の
と
お
り
［
□
］
に
続
け
て
地
謡
は[

ク
リ]

を
謡

い
継
ぐ
】

［
□
］

ワ
キ　

あ
ら
夥

お
び
た
たし

の
木こ

の
實み
ぞ

候お
ろ
おふ

や
。
承
う
け
た
ま
わり

及お
よ

び
た
る
よ
り
も
肝き
も

を
消け

し
た
る
橘き
つ

實じ
含

な
り
と
。【
ワ
キ
は
シ
テ
に
向
く
。】
老ろ
お

人じ
ん

に
向む

か
ひい

呆あ
き

れ
居い

た
り
。

［
ク
リ
］

　
【
ワ
キ
は
脇
座
に
戻
り
下
居
。
シ
テ
は
正
中
の
向
か
っ
て
少
し
左
に
出
て
正
面
を

向
き
下
居
。
同
時
に
ツ
レ
も
地
謡
前
に
正
先
を
ウ
ケ
下
居
。
こ
こ
で
シ
テ
と
ツ
レ
の

手
道
具
は
引
き
、
シ
テ
の
水
衣
の
肩
下
ろ
し
腰
に
挿
し
た
扇
を
手
に
持
つ
な
ど
、
す

　
【
こ
こ
で
シ
テ
と
ツ
レ
は
ワ
キ
へ
向
く
】

二
人　

音お
ん

樂が
く

虚こ

空く
う

に
響ひ
び

き
つ
ゝ
。
異い
き

香よ
お

薫く
ん

じ
て
日ひ

も
暮く

れ
ぬ
。
朝あ
し
たに

出い

で
ゝ
こ
れ
を

見み

れ
ば
。
山や
ま

の
端は

出い

づ
る
朝あ
さ

日ひ

の
如ご
と

く
。
一ひ
と

間ま

に
餘あ
ま

る
橘
た
ち
ば
なの

。
色い
ろ

香か

妙た
え

な
る
常と
こ

世よ

の

木こ

の
實み

。
神じ
ん

變ぺ
ん

奇き

特ど
く

の
靈れ
い

實じ
含

な
り
。

　
【「
神
變
奇
特
の
霊
實
な
り
」
と
謡
い
終
わ
る
と
、
シ
テ
と
ツ
レ
は
元
ど
お
り
と
も

ど
も
正
先
に
向
く
】

［
掛
ケ
合
イ
］

ワ
キ　

い
はわ

れ
を
聞き

け
ば
あ
り
が
た
や
。
か
ゝ
る
奇き

特ど
く

も
こ
の
君き
み

の
。
め
で
た
き
御み

代よ

の
瑞ず
い

相そ
お

な
り
。
さ
て
さ
て
巴ば

園え
ん

の
内う
ち

に
お
い
て
も
。
と
り
わ
き
い
づ
く
の
程ほ
ど

や
ら

ん
。

　
【
シ
テ
は
ワ
キ
へ
向
く
】

シ
テ　

お
ん
道み

ち

し
る
べ
申も
お

す
べ
し
【
こ
こ
で
シ
テ
が
正
中
へ
出
る
と
、
引
き
換
え
に
、

今
ま
で
正
中
辺
に
立
っ
て
い
た
ツ
レ
は
笛
座
前
あ
た
り
ま
で
下
が
る
】。
こ
な
た
へ

入い

ら
せ
給た
ま

へえ

と
て
。

　
【
そ
れ
ま
で
脇
座
に
立
っ
て
い
た
ワ
キ
は
正
先
辺
に
出
る
】

ワ
キ　

か
の
老ろ

お

人じ
ん

と
伴
と
も
な

ひい

て
。
木こ

深ぶ
か

き
蔭か
げ

に
分わ

け
入い

れ
ば
。

　
【
シ
テ
は
正
面
を
向
く
】

シ
テ　

森も
り

の
下し
た

道み
ち

露つ
ゆ

し
げ
き
。

［
上
歌
］

　
【
こ
の
一
段
は
改
編
し
た
。
古
写
本
で
は
「
ま
た
常
盤
木
は
色
變
へ
ぬ
」
を
謡
い

返
す
た
め
、
初
演
版
で
は
そ
れ
以
下
を
別
の
［
上
歌
］
と
し
て
い
た
が
、［
上
歌
］

が
二
つ
並
ぶ
異
色
（
こ
と
に
脇
能
と
し
て
は
甚
だ
異
例
）
を
避
け
る
た
め
今
回
は

［
上
歌
］
を
二
つ
立
て
ず
、「
ま
た
常
盤
木
は
色
變
へ
ぬ
」
の
謡
い
返
し
を
省
き
、

「
萬
木
の
竝
ぶ
は
筆
の
林
に
て
～
め
ざ
ま
し
草
の
名
も
し
る
し
」
ま
で
全
体
を
一
つ

の
［
上
歌
］
に
ま
と
め
た
。
従
っ
て
、
こ
の
一
段
は
節
付
・
手
付
を
見
直
す
必
要
が
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【
次
の
［
ロ
ン
ギ
］
の
冒
頭
「
こ
れ
ま
で
な
り
や
老
人
よ
」
以
下
は
、
初
演
版
で

は
古
型
再
現
の
意
味
で
ワ
キ
の
担
当
に
し
て
い
る
が
、
今
回
は
現
代
通
行
の
か
た
ち

に
従
い
地
謡
の
分
担
に
し
た
。
返
シ
句
と
《
打
切
》
も
加
え
た
】

［
ロ
ン
ギ
］

地
謠　

こ
れ
ま
で
な
れ
や
老ろ

お

人じ
ん

よ
。《
打
切
》
こ
れ
ま
で
な
れ
や
老ろ
お

人じ
ん

よ
。
急い
そ

ぎ
歸か
え

り
て
わ
が
君き
み

に
。
奏そ
お

聞も
ん

せ
ん
ぞ
嬉う
れ

し
き
。

子
方　
【
作
り
物
の
内
か
ら
子
方
二
人
で
謡
う
】
暫し

ば
らく

待ま

た
せ
給た
も

ふお

べ
し
。
今こ

宵よ
い

の

月つ
き

に
橘
た
ち
ば
なの
。【
こ
の
あ
た
り
で
ワ
キ
は
作
リ
物
に
向
く
】
み
づ
か
ら
現あ
ら

はわ

れ
て
。
勅
ち
よ
く

使し

に
ま
み
え
申も
お

さ
ん
。

　
【
シ
テ
は
こ
の
あ
た
り
で
左
に
膝
を
繰
っ
て
居
立
ち
、「
不
思
議
や
聞
け
ば
靈
實

の
」
で
左
手
を
出
し
作
リ
物
を
見
込
む
（
も
っ
と
も
、
見
所
正
面
に
背
を
見
せ
る
ほ

ど
す
っ
か
り
後
ろ
向
き
に
は
な
ら
ず
、
半
身
に
見
込
ん
で
い
れ
ば
良
い
）】

地
謠　

不ふ

思し

議ぎ

や
聞き

け
ば
靈れ
い

實じ
含

の
。
内う
ち

に
妙た
え

な
る
聲こ
え

す
な
り
。
そ
も
や
如い

何か

な
る
姿
す
が
た

ぞ
や
。

子
方　

今い
ま

は
ま
み
え
じ
待ま

て
暫し
ば

し
。
更ふ

け
ゆ
く
月つ
き

に
出い

で
潮し
お

の
。

地
謠　

さ
す
や
夕い

う

日ひ

も
。

子
方　

紅
く
れ
な
いの

。

　
【
子
方
「
紅
の
」
を
間
に
シ
テ
は
下
居
の
ま
ま
ワ
キ
に
向
く
】

地
謠　

紅も
み

葉じ

の
木こ

蔭か
げ

に
待ま

ち
給た
ま

へえ

と
。
聞き

く
よ
り
老ろ
お

人じ
ん

も
【
シ
テ
立
つ
】。
勇い
さ

み
を

な
し
て
い
ざ
さ
ら
ば
【
ワ
キ
に
向
い
た
ま
ま
数
歩
出
な
が
ら
サ
シ
コ
ミ
、
次
の
「
靈

酒
を
勧
め
申
す
べ
し
」
で
シ
ッ
カ
リ
と
ヒ
ラ
ク
】。
木こ

の
實み

を
求も
と

め
客ま
れ

人び
と

に
。
靈れ
い

酒し
ゆ

を
勧す
す

め
申も
お

す
べ
し
。【
右
に
取
り
、
回
っ
て
常
座
に
行
き
、
ト
メ
の
初
句
「
林
の
奥

に
入
り
に
け
り
」
で
正
面
に
シ
ッ
カ
リ
と
サ
シ
コ
ミ
、
ヒ
ラ
ク
】
舞ぶ

樂が
く

を
奏そ
お

し
給た
ま

へえ

と
て
。
夫ふ
う

婦ふ
と

伴も
な
いひ
も
ろ
と
も
に
。
林は
や
しの
奥お
く

に
入い

り
に
け
り
。
林は
や
しの
奥お
く

に
入い

り
に
け
り
。

　
【［
ロ
ン
ギ
］
ト
メ
の
返
シ
句
「
林
の
奥
に
入
り
に
け
り
」
の
間
に
常
座
か
ら
右
に

べ
て
脇
能
［
ク
リ
］
の
定
型
ど
お
り
】

地
謠　

そ
れ
名め

い

君く
ん

の
奇き

特ど
く

を
あ
ら
はわ

す
こ
と
。
草そ
お

木も
く

よ
り
ま
づ
色い
ろ

を
見み

せ
。
花か

實じ
含

の

數か
ず

も
さ
ま
ざ
ま
に
賢け
ん

王の
お

の
奇き

特ど
く

を
廣ひ
ろ

め
し
な
り
。

［
サ
シ
］

シ
テ　

し
か
れ
ば
仙せ

ん

家か

の
花か

實じ
含

に
お
き
て
も
。
王お
お

母ぼ

が
桃と
う

實じ
含

玄げ
ん

圃ぽ

が
梨な
し

。

地
謠　

東と
お

岸が
ん

せ
い
の
栗く
り

ま
で
も
。
治お
さ

ま
る
御み

代よ

の
た
め
し
と
な
る
。
唐か
ら

の
世よ

の
帝み
か
どは

君く
ん

臣し
ん

に
。

シ
テ　

橘き
つ

實じ
含

を
下く
だ

し
給た
ま

ひい

し
こ
と
。

地
謠　

め
で
た
き
君き

み

の
。
惠め
ぐ

み
と
か
や
【
シ
テ
と
ワ
キ
と
向
き
合
い
、《
打
切
》
で

も
と
に
戻
る
】。《
打
切
》

［
ク
セ
］

地
謠　

こ
ゝ
は
巴ば

園え
ん

の
橘
た
ち
ば
なの

。
昔む
か
しも

今い
ま

も
た
め
し
な
き
。
常と
こ

世よ

の
花は
な

の
色い
ろ

變か

へえ

ぬ
。

蓬ほ
お

萊ら
い

宮き
う

と
申も
お

す
と
も
。
か
ほ
ど
の
木こ

の
實み

よ
も
あ
ら
じ
【
シ
テ
と
ワ
キ
と
向
き
合
い
、

《
打
切
》
で
も
と
に
戻
る
】。《
打
切
》
げ
に
や
所と

こ
ろか
ら
年と
し

經ふ

る
松ま
つ

の
花は
な

ま
で
も
。
い

く
十と

返か
え

り
の
色い
ろ

な
ら
ん
。
鶴つ
る

も
巣す

懸か

く
る
枝え
だ

埀た

れ
て
。
巖い
わ
おの

苔こ
け

に
流な
が

れ
出い

づ
る
。
水み
ず

に
住す

む
龜か
め

ま
で
も
緑り
よ

毛く
も
おの
色い
ろ

ぞ
年と
し

を
經ふ

る
。

シ
テ　

尉じ
よ
おが

住す

み
か
は
こ
ゝ
な
れ
や
。

　
【
シ
テ
は
立
ち
、
六
足
ほ
ど
出
な
が
ら
「
盤
石
埀
羅
」
と
サ
シ
コ
ミ
、「
懸
泉
の

水
」
で
悠
然
と
ヒ
ラ
ク
】

地
謠　

盤ば
ん

石じ
や

埀く
す

羅い
ら

た
ゞ
こ
れ
家い
え

。
瓶ひ
よ
おに
は
枸く

杞こ

懸け
ん

泉せ
ん

の
水み
ず

。【
右
に
取
り
常
座
に
行

く
】
ま
た
鼎か

な
えに

は
芙ふ

蓉よ
う

伏ふ
つ

火か

の
。
沙し
や

を
練ね

る
住す

ま
ひい

も
目ま

の
あ
た
り
。【
常
座
か
ら

正
面
に
出
、「
見
る
目
に
餘
る
橘
の
」
で
角
ト
リ
】
見み

る
目め

に
餘あ
ま

る
橘
た
ち
ば
なの

仙せ
ん

境き
よ
おに

至い
た

る
心こ
こ

地ち

し
て
。【
左
に
回
り
脇
正
面
か
ら
ワ
キ
に
向
き
正
中
の
向
か
っ
て
少
し
左
に

出
「
歸
る
さ
も
」
で
下
居
】
歸か

え

る
さ
も
思お
も

はわ

れ
ず
。
眺な
が

め
に
飽あ

か
ぬ
心こ
こ
ろか
な
。《
打

切
》【
シ
テ
は
《
打
切
》
で
正
面
に
向
き
直
る
】
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復
曲
能
〈
巴
園
〉
の
演
出
に
つ
い
て　
　
　

田
村
良
平
（
村
上　

湛
）

心こ
こ

得ろ
え

候
そ
お
ら

へえ

。

　
【
ア
イ
退
場
し
、《
下
ガ
リ
端
》
打
ち
出
す
。
よ
き
ほ
ど
に
て
段
取
り
、
幕
上
げ
、

ツ
レ
・
仙
女
は
桃
實
盤
を
捧
げ
持
っ
て
先
に
立
ち
、
後
シ
テ
・
老
仙
は
鹿
背
杖
を
突

き
つ
つ
あ
と
か
ら
出
る
。
ツ
レ
は
一
ノ
松
、
シ
テ
は
二
ノ
松
に
立
つ
】

《
下
ガ
リ
端
》

［
渡
リ
拍
子
］《
打
切
》

地
謠　

頼た
の

も
し
や
。
頼た
の

も
し
や
。
行ゆ

く
末す
え

遠と
お

き
こ
の
君き
み

に
。
な
ほお

仙せ
ん

境き
よ
おの

木こ

の
實み

の
。

【「
數
を
連
ね
て
」
で
シ
テ
と
ツ
レ
は
舞
台
の
ワ
キ
に
向
く
。】
數か

ず

を
連つ
ら

ね
て
捧さ
さ

げ
ん

と
。

シ
テ　

玉
ぎ
よ
く

醴れ
い

金き
ん

漿し
よ
お。

　
【
次
の
地
謡
「
玉
醴
金
漿
」
で
シ
テ
は
正
面
に
向
き
直
り
、
ツ
レ
は
ア
ユ
ミ
舞
台

に
入
り
、
ワ
キ
の
前
に
進
み
出
て
下
に
居
、
桃
実
盤
を
手
渡
す
】

地
謠　

玉
ぎ
よ
く

醴れ
い

金き
ん

漿し
よ
お。

交こ
お

梨り

火か

棗そ
お

や
匡き
よ

盧お
ろ

山さ
ん

の
。
唐か
ら

桃も
も

も
有あ
り

明あ
け

の
。
月つ
き

の
秋あ
き

と
て
。

紅く
れ
な
いに

色い
ろ

づ
く
。
木き

々ぎ

の
木こ

の
實み

を
と
り
ど
り
に
。
木き

々ぎ

の
木こ

の
實み

を
と
り
ど
り
に
。

か
の
客ま

れ

人び
と

に
捧さ
さ

げ
つ
ゝ
。

　
【
ツ
レ
は
「
か
の
客
人
に
捧
げ
つ
ゝ
」
ま
で
に
ワ
キ
に
桃
実
盤
を
渡
し
終
え
、
こ

の
一
句
を
ツ
レ
は
下
に
居
た
ま
ま
聴
き
澄
ま
し
ワ
キ
を
と
く
と
見
込
む
心
】

［
一
セ
イ
］

仙
女　

さ
て
金

き
ん
き

鏡よ
お

の
盃
さ
か
ず
きの

。

地
謠　

露つ
ゆ

も
藥く
す
りの

。
酒さ
け

と
か
や
。

　
【
ツ
レ
は
「
さ
て
金
鏡
の
盃
の
」
と
謡
い
な
が
ら
懐
中
の
扇
を
取
り
出
し
つ
つ
立

ち
、
ア
ユ
ミ
、
大
小
前
で
達
拝
（
以
上
、
忙
し
け
れ
ば
「
か
の
客
人
に
捧
げ
つ
ゝ
」

で
立
ち
上
が
っ
て
も
良
い
）《
天
女
之
舞
》（
二
段
が
良
い
）
を
舞
う
。
シ
テ
は
「
さ

て
金
鏡
の
盃
の
」
で
二
ノ
松
か
ら
一
ノ
松
へ
移
動
し
、
床
几
に
掛
か
り
、
ツ
レ
の
舞

取
っ
て
一
ノ
松
に
行
き
、
止
ま
る
。
以
下
、《
來
序
》
を
踏
ん
で
シ
テ
中
入
。
ツ
レ

は
「
夫
婦
伴
ひ
も
ろ
と
も
に
」
で
立
ち
、
シ
テ
の
中
入
に
続
き
幕
に
入
る
】

《
來
序
》

　
【《
來
序
》
を
崩
し
て
《
狂
言
來
序
》
に
転
ず
る
と
ア
イ
の
仙
人
、
杖
を
突
き
常
座

に
出
で
［
立
チ
シ
ャ
ベ
リ
］
あ
り
。
す
べ
て
定
型
ど
お
り
。
な
お
、
初
演
版
に
あ
っ

た
《
狂
言
三
段
之
舞
》
は
今
回
省
略
。［
立
チ
シ
ャ
ベ
リ
］
終
わ
り
次
第
ア
イ
は
そ

の
ま
ま
退
場
】

［
立
チ
シ
ャ
ベ
リ
］

ア
イ　

か
やよ

うお

に
候
そ
お
ろ

ふお

者も
の

は
。
巴ば

園え
ん

の
か
た
はわ

ら
に
住す

む
仙せ
ん

人に
ん

に
て
候そ
お
ろ。
さ
る
程ほ
ど

に

こ
の
巴ば

園え
ん

と
申も
お

す
は
。
緑
り
よ
く

樹じ
ゆ

重ち
よ

蔭お
い

四ん
し

林り
ん

に
覆お
お

ひい

。
青せ
い

苔た
い

日ひ

々び

に
厚あ
つ

う
し
て
。
ま
こ
と

に
め
で
た
き
御み

園そ
の

に
て
候
そ
お
ろ

ふお

が
。
こ
と
に
は
色い
ろ

香か

妙た
え

な
る
木こ

の
實み

の
あ
ま
た
成な

り
出い

で
申も
お

し
候そ
う
ろ。
し
か
る
に
こ
の
園そ
の

の
内う
ち

に
。
年と
し

久ひ
さ

し
き
橘
た
ち
ば
なの
靈れ
い

木ぼ
く

の
御ご

座ざ
そ

候お
ろ
おふ
が
。
か

の
木き

に
紫し

雲う
ん

た
な
び
き
候
そ
お
ろ

ふお

事こ
と

七な
ぬ

日か

七な
な

夜よ

な
り
。
朝あ
し
たに

出い

で
ゝ
こ
れ
を
見み

れ
ば
。
な

ん
ぼ
うお

奇き

特ど
く

な
る
御お
ん

事こ
と

に
て
候
そ
お
ろ

ふお

ぞ
。
山や
ま

の
端は

出い

づ
る
朝あ
さ

日ひ

の
如ご
と

く
。
一ひ
と

間ま

に
餘あ
ま

れ

る
橘

た
ち
ば
なの

實み

の
成な

り
出い

で
申も
お

し
て
候そ
う
ろ。

ま
こ
と
に
常つ
ね

な
ら
ぬ
御お
ん

事こ
と

な
れ
ば
。
漢か
ん

の
帝み
か
どの

臣し
ん

下か

宣せ
ん

旨じ

を
蒙こ
お
むり

。
こ
の
所と
こ
ろへ

御お
ん

出に

で
に
て
候
そ
お
ろ

ふお

間あ
い
だ。

巴ば

園え
ん

の
翁お
き
など

の
御お
ん

年と
し

一い
つ

百ぴ
や
く

歳さ
い

に
な
ら
れ
た
る
が
出い

で
會や

ひ
申も
お

さ
れ
。
あ
り
が
た
き
仔し

細さ
い

詳く
わ

し
く
奏そ
お

聞も
ん

申も
お

し
て

候そ
お
ろ
おふ

ほ
ど
に
。
か
ほ
ど
め
で
た
き
御み

代よ

な
れ
ば
。
木こ

の
實み

の
仙せ
ん

女に
よ

橘き
つ

實じ
含

の
内う
ち

な
る

童ど
お

子じ

も
現あ
ら

はわ

れ
出い

で
。
翁お
き
なの

杖つ
え

も
青し
よ

龍お
り
うと

な
つっ

て
奇き

特ど
く
とを

現げ
ん

じ
。
お
の
お
の
舞ぶ

樂が
く

を

奏そ
お

し
申も
お

さ
ん
と
の
御お
ん

事こ
と

に
て
候そ
お
ろ。

わ
れ
ら
も
こ
の
か
た
はわ

ら
に
住す

む
者も
の

な
れ
ば
。
こ

の
由よ

し

觸ふ

れ
て
戻も
ど

ら
ば
や
と
存ぞ
ん

ず
る
。
い
か
に
皆み
な

々み
な

承
う
け
た
ま
わり

候そ
お
ら

へえ

。
巴ば

園え
ん

の
翁
お
き
な

殿ど
の

仙せ
ん

女に
よ

を
伴
と
も
な

ひい

御お
ん

出に

で
あ
り
。
奇き

特ど
く

な
る
木こ

の
實み

を
あ
ま
た
勅ち
よ

使く
し

に
捧さ
さ

げ
申も
お

す
べ
き
の
み

な
ら
ず
。
巴ば

園え
ん

の
不ふ

思し

議ぎ

を
い
よ
い
よ
御お
ん

見み

せ
あ
らろ

うお

ず
る
に
て
候
そ
お
ろ

ふお

ほ
ど
に
。

志
こ
こ
ろ
ざ
しの

面め
ん

々め
ん

はな

。
皆み
な

々み
な

近ち
こ

うお

參ま
い

り
て
事こ
と

の
次し

第だ
い

を
御ご
ら

覧ん
そ

候う
ら

へえ

。
そ
の
分ぶ
ん

心こ
こ

得ろ
え

候
そ
お
ら

へえ

。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

ん
だ
文
字
に
合
わ
せ
、
慌
て
ず
悠
然
と
碁
石
を
置
く
。
た
だ
し
碁
石
は
持
た
ず
。
向

か
っ
て
右
童
子
、
左
童
子
、
右
童
子
の
順
に
都
合
三
度
布
石
）】
叩た

た

き
給た
ま

へえ

ば
橘
た
ち
ば
なの
。

三み

つ
に
割わ

る
れ
ば
仙せ
ん

人に
ん

の
姿す
が
た。
と
り
ど
り
現あ
ら

はわ

れ
。
出い

で
に
け
り
。《
打
上
打
切
》

【
シ
テ
は
シ
テ
柱
下
に
行
き
床
几
に
掛
か
る
。
子
方
は
正
面
を
向
く
】

　
【「
勅
使
を
拜
し
」
以
下
、
初
演
時
は
［
ノ
リ
地
］
と
し
た
が
、
今
回
こ
こ
で
太
鼓

を
打
ち
止
め
［
ロ
ン
ギ
］
に
改
め
る
】

［
ロ
ン
ギ
］

子
方　

勅ち
よ

使く
し

を
拜は
い

し
奉
た
て
ま
つり
。《
打
切
》【
子
方
は
《
打
切
》
の
間
に
懐
か
ら
扇
を
抜
き

持
ち
、
慌
て
ず
一
畳
台
か
ら
下
り
る
（
後
見
は
こ
こ
で
碁
盤
の
作
リ
物
を
引
く
）。

子
方
は
正
中
に
行
き
、
二
人
並
ん
で
ワ
キ
に
向
か
い
下
居
。「
今
こ
の
君
を
仰
が
ん

と
」
と
謡
い
な
が
ら
平
伏
、
頭
を
上
げ
、「
樂
し
み
に
よ
も
し
か
じ
」
で
正
面
を
向

く
】
勅ち

よ

使く
し

を
拜は
い

し
奉
た
て
ま
つり

。
今い
ま

こ
の
君き
み

を
仰あ
お

が
ん
と
。
橘き
つ

實じ
含

の
仙
せ
ん
き

郷よ
お

商し
よ

山お
ざ
んの

。
樂た
の

し
み

に
よ
も
し
か
じ
。

地
謠　

そ
も
商し

よ

山お
ざ
んの
樂た
の

し
み
と
。
聞き

く
は
四し

皓こ
お

の
顕け
ん

化げ

か
や
。

　
【
次
の
「
あ
ら
む
つ
か
し
や
今
は
た
ゞ
」
と
子
方
二
人
は
謡
い
な
が
ら
、
下
居
の

ま
ま
右
に
膝
を
繰
り
シ
テ
の
方
に
向
く
】

子
方　

あ
ら
む
つ
か
し
や
今い

ま

は
た
ゞ
。
巴ば

園え
ん

の
老ろ
お

人じ
ん

も
舞ま

ひい

給た
ま

へえ

。

　
【
シ
テ
は
子
方
の
「
巴
園
の
老
人
も
舞
ひ
給
へ
」
を
聞
い
て
、
シ
テ
柱
下
で
床
几

に
掛
か
っ
た
ま
ま
子
方
の
方
を
向
く
。
子
方
は
謡
い
な
が
ら
シ
テ
に
向
い
た
ま
ま
立

つ
】

地
謠　

巴ば

園え
ん

の
老ろ
お

人じ
ん

も
舞ま

ひい

給た
ま

へえ

【
地
謡
「
巴
園
の
老
人
も
舞
ひ
給
へ
わ
れ
ら
も
共

に
」
で
子
方
二
人
は
シ
テ
に
向
い
た
ま
ま
数
歩
出
て
シ
ッ
カ
リ
と
サ
シ
コ
ミ
、
ヒ
ラ

キ
。
そ
の
あ
と
右
に
取
っ
て
一
畳
台
前
に
並
び
立
つ
】
わ
れ
ら
も
共と

も

に
。
霓げ
い

裳し
よ

羽お
う

衣い

の
。
袖そ
で

を
返か
え

し
て
。
舞も

ふお

と
か
や
。

を
見
る
。
こ
の
間
、
シ
テ
は
鹿
背
杖
は
携
え
た
ま
ま
、
後
見
は
こ
れ
を
引
か
な
い
】

《
天
女
之
舞
》（
太
鼓
入
リ
二
段
之
舞
）

［
ワ
カ
］

仙
女　

今い
ま

は
早は
や

。
袖そ
で

に
包つ
つ

ま
ぬ
橘
た
ち
ば
なの

。

子
方　

實み

を
分わ

け
出い

づ
る
。
時と
き

世よ

か
な
。《
打
上
》

　
【
定
型
ど
お
り
上
ゲ
扇
し
た
天
女
は
「
實
を
分
け
出
づ
る
。
時
世
か
な
」
で
右
ウ

ケ
大
左
右
、
打
ち
込
み
ヒ
ラ
キ
、
扇
を
畳
み
な
が
ら
ワ
キ
ツ
レ
の
次
（
笛
座
前
）
に

行
き
床
几
に
掛
か
る
。
子
方
二
人
は
作
リ
物
内
か
ら
謡
う
。
シ
テ
は
「
實
を
分
け
出

づ
る
」
で
立
ち
、
一
ノ
松
か
ら
舞
台
へ
向
か
い
ア
ユ
ム
】

［
ノ
リ
地
］

地
謠　

そ
の
時と

き

老ろ
お

人じ
ん

た
ち
ま
ち
に
【
シ
テ
は
鹿
背
杖
を
突
き
つ
つ
舞
台
に
入
っ
て
、

常
座
を
経
て
正
面
に
出
、
一
畳
台
と
角
柱
前
の
中
間
に
立
ち
、《
打
込
打
返
》
の
間

に
作
リ
物
に
向
き
直
る
（
気
を
変
え
て
向
き
直
る
）】。《
打
込
打
返
》
そ
の
時と

き

老ろ
お

人じ
ん

た
ち
ま
ち
に
。
橘き
つ

實じ
含

に
向む

か
ひい

【
サ
シ
コ
ミ
、
ヒ
ラ
キ
】。
忝
か
た
じ
け
なく

も
。
王お
お

地じ

に
生し
よ
おず

る
植う

え

木き

と
し
て
。
な
ど
か
宣せ
ん

旨じ

に
從
し
た
が

はわ

ざ
ら
ん
【
左
袖
を
返
し
な
が
ら
ツ
カ
ツ
カ
と

作
リ
物
に
寄
り
】。
は
や
と
く
姿す

が
たを

現あ
ら

はわ

す
べ
し
と
【
左
袖
を
直
し
、
両
手
で
杖
を

振
り
上
げ
、「
あ
ら
は
す
べ
し
と
」
で
（
□
で
囲
ん
だ
文
字
に
合
わ
せ
）
杖
頭
（
Ｔ

字
型
部
分
）
に
て
作
リ
物
を
大
き
く
二
つ
打
ち
、
角
柱
前
ま
で
下
が
り
、「
橘
の
●
」

の
「
●
」
に
当
て
て
杖
を
一
つ
強
く
突
く
と
作
リ
物
は
三
つ
に
割
れ
（
後
見
は
「
三

つ
」
の
「
つ
」
で
コ
ミ
を
取
り
「
割
る
れ
ば
」
の
「
れ
」
に
当
て
て
橘
実
の
作
リ
物

を
割
り
放
つ
）、
中
に
仙
童
は
山
の
左
右
に
分
か
れ
て
中
央
の
碁
盤
に
向
か
い
下
居

姿
（
後
見
二
人
は
一
畳
台
の
左
右
端
の
下
に
見
苦
し
く
な
き
よ
う
控
え
、［
ノ
リ
地
］

ト
メ
の
地
謡
「
出
で
に
け
り
」
を
聴
き
終
え
て
か
ら
作
リ
物
を
撤
収
）。
仙
童
は

「
と
り
ど
り
現
は
れ
。
出
で
に
け
り
」
で
左
右
か
ら
交
互
に
碁
を
打
つ
型
（
□
で
囲
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復
曲
能
〈
巴
園
〉
の
演
出
に
つ
い
て　
　
　

田
村
良
平
（
村
上　

湛
）

右
手
に
突
い
た
鹿
背
杖
を
「
竹
杖
を
お
つ
取
り
」
の
「
お
つ
」
に
合
わ
せ
て
両
手
で

奪
い
取
り
、
杖
を
捧
げ
持
っ
て
三
ノ
松
ま
で
行
き
（
揚
幕
の
下
を
三
尺
ほ
ど
上
げ
て

お
く
）、「
虚
空
に
投
ぐ
る
と
」
に
合
わ
せ
て
両
手
で
杖
を
差
し
上
げ
、「
見
え
つ
る

が
」
で
幕
内
に
投
げ
入
れ
る
と
幕
下
ろ
す
。
子
方
は
あ
ま
り
慌
て
ず
に
舞
台
に
戻
り
、

一
畳
台
右
上
に
上
が
り
に
正
面
を
向
い
て
下
居
。
も
う
一
人
の
（
向
か
っ
て
右
の
）

子
方
は
、
杖
を
奪
っ
た
子
方
を
見
送
り
つ
つ
シ
テ
の
後
ろ
を
通
っ
て
常
座
に
行
き
、

「
袖
に
隱
し
」
で
左
手
を
左
袖
の
中
に
突
き
入
れ
右
手
で
袖
妻
を
取
っ
て
袖
を
張
り
、

「
印
を
結
び
」
で
右
膝
を
突
き
頭
を
下
げ
て
念
ず
る
心
。
杖
が
幕
内
に
投
げ
入
れ
ら

れ
る
と
袖
を
直
し
つ
つ
立
ち
、
一
畳
台
左
上
に
上
が
り
下
居
。
シ
テ
は
「
虚
空
に
投

ぐ
る
と
」
で
キ
リ
リ
と
右
袖
を
巻
き
上
げ
ツ
カ
ツ
カ
と
脇
正
面
に
出
て
左
袖
を
大
き

く
返
し
、
半
身
の
体
勢
で
見
込
み
、《
早
笛
》
に
な
る
の
を
合
図
に
身
を
直
し
、
唐

団
扇
を
手
に
し
て
悠
然
と
一
畳
台
に
上
が
り
（
唐
団
扇
は
、
腰
に
挿
し
た
の
が
自
力

で
抜
き
取
れ
れ
ば
抜
き
取
り
、
あ
る
い
は
一
畳
台
に
上
が
っ
て
か
ら
後
見
に
腰
か
ら

抜
か
せ
る
か
、
預
け
て
い
た
の
を
受
け
取
る
）、
作
リ
物
に
入
っ
て
正
面
を
向
き
、

床
几
に
掛
か
る
】
告つ

げ
知し

ら
し
め
て
。
歸か
え

る
と
見み

え
し
が
。
老ろ
お

人じ
ん

の
持も

ち
た
る
竹ち
く

杖じ
よ
おを

お
つつ

取と

り
。
袖そ
で

に
隱か
く

し
。
印い
ん

をの

結む
す

び
。
虚こ

空く
う

に
投な

ぐ
る
と
見み

え
つ
る
が
。
竹ち
く

杖じ
よ
おた

ち
ま
ち
青し
よ

龍お
り
うと

現げ
ん

じ
て
。
這は

ひい

出い

で
た
る
こ
そ
恐お
そ

ろ
し
け
れ
。

《
早
笛
》

　
【《
早
笛
》
は
重
く
れ
ず
急
調
の
位
。
段
を
取
っ
て
す
ぐ
ツ
レ
・
青
龍
が
舞
台
に
出
、

常
座
に
立
つ
】

［
ノ
リ
地
］

　
【
以
下
、《
舞
働
》
を
舞
う
龍
神
物
の
定
型
ど
お
り
に
動
く
】

青
龍　

青
し
よ
お

龍り
う

勢い
き
お
いひ
。
あ
た
り
を
拂は
ら

ひい

。

《
樂
》

　
【《
樂
》
は
五
段
（《
盤
渉
樂
》
に
は
し
な
い
）。
カ
カ
リ
ノ
段
は
子
方
二
人
で
舞
う
。

こ
の
間
、
シ
テ
は
シ
テ
柱
下
で
床
几
に
掛
か
っ
た
ま
ま
こ
れ
を
見
る
。
初
段
で
位
シ

マ
ル
と
シ
テ
は
立
ち
、
そ
の
場
で
ク
ツ
ロ
ギ
後
見
に
鹿
背
杖
を
渡
し
、
引
き
換
え
に

唐
団
扇
を
受
け
取
り
（
は
じ
め
か
ら
腰
に
挿
し
て
あ
る
の
を
後
見
に
抜
か
せ
て
も
良

い
）、
正
面
を
向
き
、
オ
ロ
シ
で
子
方
の
間
に
割
っ
て
入
り
、
以
下
三
人
相
舞
。

初
段
の
最
後
に
子
方
は
退
き
、
一
畳
台
の
左
右
に
そ
れ
ぞ
れ
上
が
り
下
居
。
二
段
目

か
ら
シ
テ
一
人
が
舞
い
通
す
。
も
し
く
は
、
二
段
目
オ
ロ
シ
ま
で
子
方
と
相
舞
、
二

段
目
オ
ロ
シ
を
過
ぎ
て
か
ら
子
方
が
退
き
、
以
後
シ
テ
の
一
人
舞
と
な
っ
て
も
良

し
】

［
ワ
カ
］

シ
テ　

幾い
く

千ち

代よ

と
。
限か
ぎ

ら
ぬ
不ふ

死し

の
御み
く

藥す
り

を
。【
シ
テ
は
上
ゲ
扇
】《
刻
上
》

　
【
初
演
版
で
は
次
の
［
ノ
リ
地
］
初
句
は
「
今
こ
の
君
に
。
捧
げ
奉
り
」
と
子
方

が
謡
っ
た
が
、
今
回
は
カ
エ
シ
共
に
地
謡
に
変
更
。
言
い
回
し
に
も
手
を
加
え
た
。

節
付
・
手
付
と
も
に
改
編
の
必
要
あ
り
】

［
ノ
リ
地
］

地
謠　

今い
ま

こ
の
君き
み

に
捧さ
さ

げ
奉
た
て
ま
つり

【
シ
テ
は
右
ウ
ケ
、
大
左
右
、
打
込
ヒ
ラ
キ
】。《
打

込
打
返
》【
正
中
に
行
き
ワ
キ
に
向
き
、
一
足
踏
ん
込
み
つ
つ
ヨ
セ
イ
し
、
ワ
キ
を

シ
カ
と
見
込
み
】
今い

ま

こ
の
君き
み

に
捧さ
さ

げ
奉
た
て
ま
つり

勅ち
よ

使く
し

に
向む

か
ひい

恭
か
た
じ
け
なく

も
。【
ワ
キ
に
対

し
て
説
き
示
す
如
く
そ
の
ま
ま
下
に
居
る
】
佛ぶ

つ

法ぽ
お

王お
お

法ぼ
お

は
天て
ん

地ち

の
如ご
と

く
。
日じ
含

月げ
含

の
如ご
と

し
。
佛ぶ
つ

法ぽ
お

繁は
ん

盛じ
よ
おし

。
王お
お

法ぼ
お

榮さ
か

え
ん
と

　
【「
佛
法
繁
盛
し
」
で
シ
テ
は
下
居
の
ま
ま
正
面
を
向
く
と
、
後
見
は
鹿
背
杖
を
持

っ
て
出
、
唐
団
扇
を
引
き
取
る
（
も
し
く
は
シ
テ
の
腰
に
挿
す
）。
シ
テ
が
杖
を
手

に
し
て
立
つ
と
子
方
二
人
は
一
畳
台
か
ら
下
り
、
向
か
っ
て
左
の
子
方
は
、
シ
テ
が
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を
巻
き
上
げ
る
】
勅ち
よ

使く
し

も
翁お
き
なも

名な

殘ご
り

を
惜お

し
み
。
招ま
ね

け
ば
招ま
ね

く
姿す
が
たも

遠と
お

く
。【
シ
テ

は
返
シ
の
「
招
け
ば
招
く
」
で
右
袖
を
巻
き
上
げ
つ
つ
右
に
取
り
、
常
座
に
行
き
、

両
袖
を
直
し
て
右
ウ
ケ
、
左
袖
を
返
し
な
が
ら
ツ
メ
、
留
拍
子
。
以
上
、
本
脇
能
の

定
型
の
ト
メ
。
四
番
目
式
に
演
じ
た
場
合
は
一
ノ
松
に
行
っ
て
か
ら
ト
メ
て
も
良

し
】
招ま

ね

け
ば
招ま
ね

く
。
姿す
が
たも

か
す
か
に
。
天あ
ま

つ
雲く
も

に
ぞ
入い

り
に
け
る
。

　
【
初
演
版
で
は
ト
メ
の
句
「
天
つ
雲
に
ぞ
入
り
に
け
る
」
を
地
謡
が
謡
い
返
し
た

が
、
今
回
は
謡
い
返
さ
な
い
】

 

以　

上

付
記
・
こ
こ
に
掲
載
し
た
も
の
は
決
定
稿
だ
が
、
能
上
演
の
性
質
上
、
当
日
の

実
際
に
は
小
異
が
生
じ
た
。
た
だ
し
、
根
本
に
関
わ
る
差
は
な
い
。

《
舞
働
》

［
ノ
リ
地
］

青
龍　

青
し
よ
お

龍り
う

勢い
き
お
いひ
あ
た
り
を
拂は
ら

ひい

。

　
【
青
龍
は
常
座
か
ら
前
へ
出
て
角
ト
リ
、
左
へ
一
度
回
っ
て
作
リ
物
へ
向
き
直
り

「
巴
園
の
木
の
間
を
」
で
サ
シ
コ
ミ
、
ヒ
ラ
キ
、「
巻
き
上
り
」
で
打
杖
を
持
っ
た
ま

ま
右
袖
を
キ
リ
リ
と
巻
き
上
げ
作
リ
物
に
向
か
っ
て
出
、
右
袖
を
直
す
の
と
引
き
換

え
に
「
ま
た
巻
き
下
が
り
」
で
左
袖
を
巻
き
上
げ
て
膝
を
突
き
、
袖
を
直
し
て
す
ぐ

に
立
ち
右
へ
取
り
常
座
へ
行
き
、
飛
び
返
り
、「
た
ち
ま
ち
に
雲
を
起
こ
す
と
」
と

左
手
で
赤
頭
を
取
り
見
上
げ
、
身
を
直
し
正
面
に
向
い
た
ま
ま
下
に
居
る
】

地
謠　

雲く
も

霧き
り

橘
た
ち
ば
なの

梢こ
ず
えに

上あ

が
り
。
巴ば

園え
ん

の
木こ

の
間ま

を
。
巻ま

き
上の
ぼ

り
。
ま
た
巻ま

き
下さ

が
り
。
た
ち
ま
ち
に
雲く
も

を
起お

こ
す
と
見み

え
つ
る
が
【
位
が
静
ま
る
】。
件く
だ
んの

仙せ
ん

人に
ん

【
シ
テ
は
「
件
の
仙
人
」
で
立
ち
、
悠
然
と
一
畳
台
を
下
り
、
正
面
へ
出
な
が
ら
左

袖
を
大
き
く
か
づ
き
、
正
先
に
立
つ
と
高
く
ヌ
キ
足
し
て
昇
天
の
心
。
そ
の
ま
ま

「
虚
空
に
上
が
れ
ば
」
で
シ
カ
と
向
こ
う
正
面
を
見
込
む
】
立た

ち
來く

る
雲く
も

に
。
う
ち

乘の

り
う
ち
乘の

り
虚こ

空く
う

に
上あ

が
れ
ば
。【「
虚
空
に
上
が
れ
ば
」
の
あ
と
、
地
謡
と
囃
子

の
位
が
進
み
再
び
急
調
に
戻
る
と
、
青
龍
は
立
っ
て
正
面
を
大
き
く
サ
シ
、
そ
の
ま

ま
左
に
大
き
く
回
り
込
み
一
ノ
松
ま
で
行
く
と
静
止
、
呼
吸
を
改
め
て
幕
に
入
る
。

子
方
二
人
は
青
龍
が
舞
台
を
回
り
込
む
の
に
引
か
れ
る
か
の
よ
う
に
立
ち
、
一
畳
台

か
ら
下
り
て
青
龍
の
後
ろ
に
続
く
。
仙
女
も
よ
き
と
こ
ろ
で
立
ち
、
子
方
二
人
に
続

い
て
幕
に
入
る
。
シ
テ
は
正
先
で
左
袖
を
か
づ
い
た
ま
ま
「
雲
を
巻
き
上
げ
行
く
あ

と
を
」
ま
で
じ
っ
と
立
ち
続
け
る
】
青し

よ

龍お
り

二う
に

人に
ん

の
童ど
お

子じ

を
守し
ゆ

護ご

し
。
雲く
も

を
巻ま

き
上あ

げ

行ゆ

く
あ
と
を
。【
こ
こ
で
地
謡
と
囃
子
の
位
グ
ッ
と
静
ま
る
。
シ
テ
は
左
袖
を
直
し

つ
つ
少
し
下
が
り
、
右
に
取
っ
て
常
座
に
行
き
、「
名
殘
を
惜
し
み
」
で
ワ
キ
の
方

に
少
し
出
て
シ
ッ
カ
リ
向
き
合
う
と
シ
テ
は
ワ
キ
を
見
込
み
つ
つ
正
中
に
出
、
左
袖


